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ओ力商品である茶の葉を「0」の中にσβインし、

未来へつながるイメージをのσβインで表現しました。

「30周年」をシンプルにえるσβインです。

代表理事組合長

େੴ　࢘

ごあいさつ

　ハイナン農業協同組合は、平成５年３月に３農協（南榛原農協・榛原
農協・ハイナン吉田農協）が合併し、本年度３０周年を迎えることとなりま
した。これもひとえに、組合員をはじめ地域の皆さま方の温かいご支援
ご厚情、そして諸先輩方の英知と努力の賜物と深く感謝申し上げます。
　この３０年の農業を取り巻く情勢は、農地面積の減少や農家の高齢
化に伴う担い手や後継者不足の問題が深刻化しています。
　また、昨今では長引くコロナ禍、ロシアによるウクライナ侵攻、自然災
害の頻発・激甚化により今後の農業経営への悪影響が危惧されます。
　このような情勢下、当ＪＡでは地域農業を守り、組合員をはじめとする
地域住民の皆さまのご期待に沿うべく「生産」・「経営」・「組織」の基
盤強化に取り組んでまいりました。
　「生産基盤」の強化では基幹作物のお茶で、認証ブランド茶静岡牧
之原茶「望」の生産拡大や大手飲料メーカーとの契約栽培などに取り
組みました。「経営基盤」の強化では、将来を見据えた店舗再編成や経
済事業の収支改善に取り組み、さらに「組織基盤」の強化として、地域
の子どもたちに農業に対する理解や親しみを深めてもらう食農教育活
動に取り組むなど、不断の自己改革に取り組んでまいりました。
　この結果、地域農業振興にかかる先進的なＪＡとして、令和４年度全
中表彰において「優良ＪＡ」として評価していただきました。
　今後も引き続き、ＪＡハイナンは地域になくてはならないＪＡ、また組合
員の拠り所となるＪＡであり続けるために、役職員一同精進してまいりま
すので、ご支援ご指導を賜りたくお願い申し上げます。末筆になりますが、
組合員・地域の皆さまの益々のご活躍を祈念申し上げ、挨拶とさせてい
ただきます。
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߹の֓گ ʢ߹ซ～ྩ3年·ͰのਪҠʣ

　 私たちは、組合員の拠り所となる組織であり続けるために、

一．絶えず「農業の未来」を考え行動し、農業を振興します。

一．満足度の高い事業を展開し、組合員と職員の幸福を追求します。

ᶃҙを࣋とう
ᶄਖ਼しいߟえ方を࣋とう
ᶅརଞの৺を࣋とう
ᶆૉな৺でいよう
ᶇ७ਮな৺でいよう
ᶈৗにڏݠで࣮でいよう
ᶉ感謝の࣋ؾちを࣋とう
ᶊৗに໌るく積ۃ的にߦ動しよう
ᶋ地ಓな努力を積みॏͶよう

１．人間形成をするために

ᶃϕクτϧを合Θせよう
ᶄεϐード感を࣋とう
ᶅલྫଧഁしৗに的な事をしよう
ᶆ先ਨൣしよう
ᶇച上࠷大・経අ࠷খをৗにߟえ、ੑࢉ࠾の上に努力しよう
ᶈ৴པؔをஙこう
ᶉলして事を振りฦり改善しよう
ᶊ̍対̍対Ԡのձܭ原ଇを守Ζう
ᶋμブϧνΣοクでϛεをなくそう

２．最高の仕事を実践するために

経 営 理 念

行 動 指 針

3 0 t h  A n n i v e r s a r y

（合ซ��年） （合ซ��年）

（合ซ��年）（合ซ��年）

（合ซ��年） （合ซ��年）

（合ซ��年） （合ซ��年）

�

����

�����

�����

組合員数

ฏ成�年度 ฏ成��年度 ฏ成��年度 ྩ�年度

୯Ґɿ人

長期共済保有高

ฏ成�年度 ฏ成��年度 ฏ成��年度 ྩ�年度

7621

485

6983

7877

7833

7725

8175

7311

9743

6124

449 468

362

9410
8102

6118

୯Ґɿԯԁ

�

���

���

���

���

���

職員数

�

����

����

����

����

����

����

����

����

ฏ成�年度 ฏ成��年度 ฏ成��年度 ྩ�年度 ฏ成�年度 ฏ成��年度 ฏ成��年度 ྩ�年度

୯Ґɿඦສԁ୯Ґɿ人
購買品取扱高

�

����

����

����

����

����

1295
1584

1759
2053

貯金残高

貸出金残高

ฏ成�年度 ฏ成��年度 ฏ成��年度 ྩ�年度

୯Ґɿԯԁ

�

���

����

����

����

����

茶取扱高

ฏ成�年度 ฏ成��年度 ฏ成��年度 ྩ�年度

୯Ґɿඦສԁ

ฏ成�年度 ฏ成��年度 ฏ成��年度 ྩ�年度

୯Ґɿԯԁ

4669

3262 3116
2612

販売品取扱高

ฏ成�年度 ฏ成��年度 ฏ成��年度 ྩ�年度

୯Ґɿඦສԁ

�

���

���

���

���

���

���

350

501
455

418

�

���

����

����

����

����

����

����

����

3052

3514

2752
3409

3165

2407
2680

1781
4403

3032
2263 1834

ਖ਼組合員
।組合員

生活資材
生産資材
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30年の͋Ώみ ���3ô�0��

ฏ�年 第１ճ JAハイナン通常૯代会
����

4月

ฏ�年 JAハイナンϗーϜϖージ開設
����

10月

ฏ�年 JAハイナン年金༑の会第１ճグラウンドゴルフ大会
農協設ཱ50年・JAハイナン合併5周年ه念ࣜయ

����
10月
11月

ฏ�3年 みかん選果施設ॡ・ޫ ηンサー選果機導入
�00�

３月

ฏ��年 നӋ・相良・榛原・٢ా　　　
̐営農経済ηンターオープン
榛原څ油所ηルフ化オープン

�00�
4月

12月

ฏ��年 茶業部ʢ現ɿ茶業ηンターʣ　 Ｓ̞̤�001取得
�00�

２月

ฏ��年 茶業ηンター「茶ぐりん牧之原」ॡ
�00�

３月

ฏ�年

ＪＡハイナン　開所ࣜ
合併ه念ࣜయ
ＪＡハイナン青壮年部発
ＪＡハイナン්人部ʢ現ɿ女性部ʣ発
第１ճ農協ࡇ

���3 ３月
４月

11月

ฏ��年 牧之原市ݙ上茶ۘ事業
നӋ支店ʢ現ɿ御前࡚支店ʣॡ
相良支店ॡ

�00�
4月
6月
1月

ฏ��年 静岡牧之原茶「望」ブランドཱち上げ
フΝーϚーζϚーケット「ほうせん館」
グランドオープン

�00�
4月
11月

ฏ��年 勝間ా支店ॡ
牧之原市内の全小ֶ５年生を対象にしたಆ茶会
第１ճ5&A)&30選手ݖ開࠵

�00�
7月
10月

ฏ��年 住٢支店ॡ
ライスηンターॡ
地಄方支店ॡ

�0�0
9月

2月

ฏ�3年 静岡牧之原茶「望」
第１ճしずおか食ηレクションに認定
支店ʢ現ɿ榛原支店ʣॡߐࡉ

�0��
3月

10月

ฏ��年 相良営農経済ηンターʢ現ɿ部営農経済ηンターʣෑ地
内にௐ理ࣨڀݚ成

�0��
4月

ฏ��年 nP[PNiガール/&eEσϏュー
JAハイナン合併�0周年ه念ࣜయ

�0�3
4月
10月

8月

ฏ��年 フΝーϚーζϚーケット「ほうせん館」来館100ສ人突ഁ
第��ճ全ࠃ茶品評会 深ৠしઝ茶の部 産地受

�0��
5月

ฏ��年 フΝーϚーζϚーケット「ほうせん館」来館150ສ人突ഁ
�0��

12月

ฏ��年 ഡ間支店ॡ
榛原料理ࣨڭॡ

�0��
4月

ฏ30年 農業経営事業開࢝
�0��

9月

ฏ3�年 第�3ճ全ࠃ茶品評会 深ৠしઝ茶の部 産地受
�0��

８月

ྩ�年 牧之原市ݙ上茶ۘ事業
５ＪＡ事業࿈ܞ協議会フΝーϚーζϚーケット事業࿈ܞௐҹࣜ
٢ా支店ॡ
、対策事業を活༻しٸۓ産農ྛਫ産物等販࿏多様化ࠃ
ւಓ・東地方の小ֶߍに茶を寄ଃ
茶ू出荷ஷଂ施設ॡ

�0�0
４月

６月

３月

ྩ3年 本店ू出荷場ॡ
�0��

11月

ྩ�年 ૯合営農アドόイβー「'PaE」誕生
JAハイナン-I/&ެࣜアΧウント開設

�0��
7月
8月

ＪＡハイナン　開所式

ＪＡハイナン青壮年部発足

茶業センター「茶ぐりん牧之原」竣工

榛原給油所セルフ化オープン

ファーマーズマーケット「ほうせん館」
グランドオープン

静岡牧之原茶「望」ブランド立ち上げ

JAハイナン合併20周年記念式典

第73回全国茶品評会 
深蒸し煎茶の部 産地賞受賞

牧之原市献上茶謹製事業

国産農林水産物等販路多様化緊急対策事業を
活用し、北海道・東北地方の小学校に茶を寄贈

５ＪＡ事業連携協議会ファーマーズマーケット
事業連携調印式

JAハイナンLINE公式アカウント開設

本店集出荷場竣工

ＪＡハイナン婦人部（現：女性部）発足
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ະདྷへの期待
ҬにٻΊΒΕΔ
αʔϏεΛ͠ࢦて

　営農経済事業は、営農指導・購買事業が連携し、４つの営農経済センターが地域密着を
目指し、管内の農業振興に積極的に取り組んでいます。

　営農指導事業においては、担い手や生産者組織と連携した品目別チームにより、主幹作物である茶を
はじめ、レタス等の秋冬野菜、果菜、果樹、花き等、管内主要品目の産地振興を図ります。また、担い手へ
の農地集積、茶園転換畑地化等による新規複合作物提案、後継者育成、総合営農アドバイザーによる営
農支援、農業労働力確保支援など、生産基盤の強化と農業所得向上に取り組みます。
購買事業においては、生産資材の安定供給と価

格低減、営農経済センターや農機具センターの運営
体制整備に取り組むとともに、組合員・地域住民の
ニーズに対応した生活購買事業を展開していきます。
　また、ＪＡの経営基盤を支える組織である青壮年
部では、食農教育活動や農業経営力向上活動、女
性部では若い世代を含めた仲間づくりの推進や地
域貢献活動など、組織活動の活性化に努めていき
ます。

営 ࡁܦ ྲྀ ௨ൢച
　流通販売事業は、販売推進課・特販課・茶業センターが連携し、生産者・顧客満足度アッ
プを意識した販売機能強化に取り組んでいます。

　販売推進課においては、生産者の所得向上と消費地に信頼される産地を目指し、マーケティングアドバ
イザー（ＭＡ）を中心に青果、花きの市場流通販売強化を図ります。
　また、畜産事業では、畜産物の安定供給のため防疫体制の強化を図ります。
　特販課においては、農産物を量販店等へ直接販売することにより、生産者の所得向上を図るとともに、
ファーマーズマーケット「ほうせん館」では、新鮮で
おいしい農産物の販売を行っていきます。
　茶業センターにおいては、静岡牧之原茶「望」を
前面に打ち出し、活気あるＰＲ活動を展開、若年層
への緑茶の新しい提案も踏まえた、ＥＣサイト（イ
ンターネット通販）による販売強化を図るとともに、
大手ドリンクメーカーとの契約栽培にも取り組み、
ペットボトル茶等のドリンク茶需要に対応してい
きます。

　組合員・地域利用者の将来の夢や希望の実現に向
けて、一人ひとりのニーズに寄り添った「相談・提案」を
行い、農業所得向上・満足度向上を目指し、金融仲介
機能の発揮に取り組んでいきます。
さらに、ライフイベントに適した商品・サービスの提案

により「つかう・ためる・ふやす・そなえる・のこす」といっ
たライフプランサポートを実践していきます。
また、マネーローンダリング・特殊詐欺への対策や

システム化による事務効率の向上、人材育成など内部
管理態勢の強化に努めていきます。

金 ༥
　共済事業はJAの総合事業の強みを生かし、金融、経
済部門との連携を強化し、真にお客様に『寄り添う』相
談型の訪問活動を実践していきます。組合員・利用者の
ライフプラン実現に向けた複合的な提案活動に取り組
み「ひと・いえ・くるま」の総合保障を提供し将来にわ
たって選ばれ続けるJAを目指します。
　また、将来起こりうる地震や風水害などの自然災害
や交通事故に備え、組合員・利用者の視点に立った事
業展開を図るとともに、JAの事業活動を通じ、農業振
興・地域社会づくりへの貢献に取り組みます。

共 ࡁ

̟̖ハイナン૬ޓැॿのਫ਼ਆのͱɺ༷ʑͳۀࣄ׆ಈΛ૯߹తにల։͠ɺ　　　ۀॴಘの্ɾҬۀのൃలɾҬࣾձのੑ׆Խに͠ݙߩて͍͖·すɻ
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JAハイナンへの期待
～30周年に寄せて～　このたびは、合併30周年を迎えられ、心よ

りお慶び申し上げます。
　今日まで幾多の先人たちが築いて来られ
た礎とご尽力に敬意を表するとともに、いつ
の時も常にそこにＪＡハイナンを想う組合員

の支えがあったからこそ現在に至っているのだと強く感じております。
　コロナ禍に見舞われた２年間の活動は自粛や中止を余儀なくされ
ましたが、「コロナ禍だからこそ出来ることを」とウォーキングをしな
がらゴミ拾いを行うプロギングやフードドライブなどのＳＤＧｓ事業
にも取り組みました。
　地域の垣根を越えて部員同士が笑顔で仲良く活動出来たことは女
性部の絆を今迄以上に深めたのではないかと自負しております。
　太陽のように明るく地域を元気にし、ひまわりのように優しく人に
寄り添える女性部であり続けていきたいと思っております。
　どうか今後とも女性部を温かく見守っていただけましたら幸いです。

女性部長

増田すみ江

　今現在、肥料・農薬など生産資材だけでな
く、燃油・ガス・電気といったエネルギー価格
も高騰し、農業を取り巻く情勢は、これまで
経験したことのない激動の時代に突入して
います。私たち農業者は不安を感じざるを得

ません。離農が進む中、近頃は「食料安全保障」という言葉も多く聞か
れます。

刻一刻と変わりゆく情勢の中、私たちは何を思い、どう実践していっ
たら良いか。それぞれが経営理念のもと、多くの情報から選択し、決断
していきます。絶えず「農業の未来」を考え、農業を振興したい、未来へ
つなげたいという思いは、私たちとJAハイナンで一致しています。今後
もより一層強固なパートナーシップを構築していく必要があります。
　ともに考え、新しい農業を切り拓くことができるよう、常に前向きに
頑張っていきましょう。問題は山積みですが、力を合わせ、一つ一つ乗
り越えて行きましょう。JAハイナン30周年、おめでとうございます。

茶業振興委員会委員長

不知浩之

　ＪＡハイナン合併30周年、おめでとうござ
います。
　花卉委員会にとってのこの10年間は、榛南
地域のブランド化を目指し、良いものを安定
的に出荷することに尽力してまいりました。

その結果、花き市場においても、他地域からも認められるブランド化
に成功したのではないかと思います。
　これからもブランドイメージを守り、安定的に生産を続けていくに
は、高齢化問題と後継者問題は避けて通れません。高齢化に対応する
ためには、効率化や省力化の設備投資が必要です。また後継者の育
成は、当然、我々農家の跡取りの問題ですが、地域として法人化等の
取り組みも検討していく時期なのかもしれません。ますますＪＡには
期待するところが大きいです。燃料や資材の高騰、市場価格の低迷等
まだまだ厳しい時期が予想されますが、我々農家とＪＡが更なる団結
で乗り越えていきたいと思いますので、今後も御指導お願いします。

花卉委員会委員長

薮田昌也

　合併30周年、お慶び申し上げます。
　まずは、先人・仲間達の継続的な活動に
敬意を表します。
　さて、「ほうせん館」も15周年を迎え、4月
下 旬にリニューアルオープンします。リ

ニューアルに向けて多額の投資をしていただきました。この大きな
決断に心から感謝申し上げます。
　期待に応え、「ほうせん館」を長く営業していく為に、一出荷者とし
て「より良い農産物」を出荷する気持ちを強く持ちたいと思います。
　また、出荷者協議会役員として出荷者の皆さまの意見をよく聞き、
反映させる仕組みを作り、「小さな事」「出来る事」からＰＤＣＡサイ
クルを実行していきたいと考えています。
　「ほうせん館」を未来永劫続けるために、私たちは今、種を蒔く時
期だと思います。どんな花を咲かせるか、どんな実を実らせるか、皆
で話し合っていきます。
　皆さまからの小さな改善点や思いついた提案をお待ちしています。
　ＪＡハイナン「ほうせん館」の10年後に期待します。
　ＪＡハイナン！「前へ」！！

ほうせん館出荷者協議会会長

吉村英治

　ＪＡハイナン合併30周年にあたり、心より
お慶びを申し上げます。また、この30年の諸
先輩方のご労苦により今我々の農業があるこ
とに感謝いたします。
　さて、この30年で世界の経済や人口、自然

環境などの世情は目まぐるしく変化し、その変化は我々の農業にも大
きく影響してきています。レタス生産者においても、昨今の肥料や資材
等の高騰、異常気象、新型コロナウイルスの影響による需要の減少な
ど、厳しい農業環境にさらされています。
　今後も厳しい農業環境が予測されますが、当地域の農業活性化の
ために、ＪＡハイナンにはますますのご尽力をいただけますよう、期待
を申し上げます。レタス委員会としては、ハイナンの豊かな大地と先人
達が築き上げたハイナンレタスのブランドに感謝し、今後も安心安全
で新鮮なレタスづくりに取り組んでまいります。ＪＡハイナンには
変化や挑戦を恐れない積極的な活動で、販売事業や営農指導など
の強化を通じて、我々と共に当産地の維持・発展にご協力をお願
いいたします。

レタス委員会委員長

鈴木孝明

　この度はJAハイナン合併30周年、誠に
おめでとうございます。日頃、農業経営に
対して多大なご尽力をいただいているこ
とに感謝を申し上げます。昨今、社会情勢
が目まぐるしく変化する時代が訪れ、新た

な情報をいち早く取り入れ、即座に対応しなければならない時
代となったのではないでしょうか。この地域には茶価の低迷や農
家の減少など、まだまだ多くの課題があります。この30周年とい
う節目を迎え、私たち農業者と共に、改めて農業者の所得向上、
ハイナン管内の農業の発展を第一に考えた施策・対応を、率先し
て行動に移せる組織になることを期待しています。

青壮年部長

赤堀久人

　ＪＡハイナン30周年、誠におめでとうござ
います。この日を迎えられましたのも、合併以
来の組合員・地域の皆様のご協力そして役職
員の弛まぬ努力の賜物であり敬意を表しま
す。昨今では新型コロナウイルスの蔓延、ウク

ライナ侵攻からの第三次世界大戦の危機と物価高など私達の不安は
増大するばかりです。また、農業・農協を巡る情勢は一段と厳しくなっ
て来ています。特産品の茶の消費の減退、他の農畜産物の売上も減
少していると聞いています。そして何よりも農家の減少、農地の荒廃
化は死活問題と言えるでしょう。しかしこういう時こそ「ピンチをチャ
ンス」に変え、ＪＡの力の見せどころです。第１に静岡牧之原茶「望」以
上の新商品の開発、新作物の導入です。そのための投資と人材の確
保は惜しんではならないと思います。第２にいくらAI 時代とは言え人
間社会です。コミュニケーションに重きを置いた販売戦略が必要です。
相手先ＪＡ、市場との信頼性を勝ち取ることが重要と考えます。
　これからのＪＡハイナンが地域とともに発展する事、役職員の皆様
の更なるご活躍をお祈りしています。

前　代表理事組合長

紅林　茂

　ＪＡハイナン合併30周年を迎えることにお
慶び申し上げます。
　近年、超低金利時代に対応するために、店
舗再編成を決断され、特に組合員の協力に
敬意を表します。そして役職員の努力の結果

と思われます。
　茶価低迷が続き、ウクライナ侵攻の影響を受け、原油・肥料等の高
騰と農業経営に苦難が続きますが、組合員に密着して諸問題に対応
する事が望まれます。
　ＪＡハイナンの特徴としては、組合員及び地域住民との距離が近い
事が長所であり、店舗数の減少により長所が失われないように、地域
に根ざした活動が、より一層求められます。
　ＪＡハイナンの、益々の発展と役職員の活躍を期待します。

元　常勤監事

中嶋　均

　平成５年３月に榛原南部地域の３ＪＡが
合併してJAハイナンが誕生し30周年を迎え
られました事にお慶びを申し上げます。
　この30年間、 農産物の安全安心対策、 気
象災害対策、東日本大震災にかかる風評被

害対策、令和に入ってからのコロナ禍のなかでの事業対策、最近では
ウクライナ侵攻や大幅な円安による原材料費の高騰対策など、 地域
農業を守るため組合員の皆様の協力を頂きながら役職員一体となっ
た事業活動がなされてきたことに対しまして敬意を表します。
　農業構造が大きく変化して基幹作物であるお茶は依然として低迷
し続けており、JAを取り巻く環境は益々厳しさを増しております。その
なか今後とも相互扶助の精神のもと、地域に根差し組合員及び地域
農業を守るための事業展開が図られますと共に、JAハイナンがより一
層発展されますことと役職員の皆様方の益々のご活躍を心より御期
待申し上げます。

元　常務理事

山下太市
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